
第 45回インナーゼミナール大会 

研究計画書 

ゼミ名 中島ゼミⅡ チーム名 なんでだいや 

タイトル BL がカテゴライズ化されつつある理由 

テーマ群 g) その他 

メンバー 斧杏圭 久保真里奈 小西瑞季 鈴木理沙 土田瑞留 

西河内悠華 橋本靖子 三木奈々衣 八幡雅史 

研究計画内容 突然ですがこれを読んでいたただいている皆さんに問います！！ 『BL』、

『腐女子』、『同人誌』といった言葉をどこかで聞いたことはありませんか？ 

そして、電子書籍のカテゴリー一覧や少女向けコミックのコーナーの一角の

棚に『ボーイズラブ』と書かれていたりするのを最近になってみたことはあ

りませんか？ 

  

実際にボーイズラブ市場は今や 214 億円であるといわれています。 また、

角川書店をはじめ日本を代表とする出版社を含めた約50社がBL市場に参入

しています。 つまり『BL』は一般化されつつある段階にあるといえます。 私

たちのチームはこのちょっとした社会現象ともいえる謎について研究しまし

た。 

 

そもそも『BL』とは何か？といった疑問は当然あると思います。 まず、

私たちは『BL』に関する重要な言葉を取り上げ、その定義を解説することか

ら始めます。 そして、その言葉のもつ歴史的な背景を概観していく中で『BL』

という現象が単に現在的なものではなく、極めて人間的で普遍的な現象であ

ることを見ていきます。 『BL』の起源、過去から現在に至る時代背景と文

化の流れ、そして未来にどうつながっていくのかを考察し、発表します。 さ

らに、独自のアンケート分析に基づき、『BL』について現代の日本人たちは

どういう想いを持っているのか、とりわけ心理学的な観点から報告を行いま

す。 

 

『BL』を偏見なく等身大で分析することで、『BL』に対する新しい視点を

提供することを本研究は目指しています。 

 

私たちの発表を聞くことで、皆さんが気づくことのなかった『新しい自分』

を発見できるかも知れません。 

 


